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平成29年９月橋本市議会定例会会議録（第３号） 

平成29年９月12日（火） 

 

○議長（岡 弘悟君）順番９、３番 杉本君。 

〔３番（杉本俊彦君）登壇〕 

○３番（杉本俊彦君）おはようございます。 

 橋本市立の小・中学校の普通教室のエアコ

ン設置が遅れています。昨日、12番議員の質

問、当局側とのやりとり、20番議員の問いに、

思い残すことはエアコン設置ができなかった

と話された市長。まだ、半年あります。それ

で、残る任期の間に、何か具体的な道をつけ

ていただきたいと、何とかエアコン設置でき

る方法を市長も模索していたはずです。まだ、

そう考えていると思っております。 

 文部科学省は2002年、2003年から10年かけ

て、北海道、東北、北陸以外の公立小・中学

校など30万室の全国の普通教室にエアコンを

設置する事業を概算要求に織り込んでおりま

す。ところが、財務省に認められませんでし

た。こういう経緯がある中で、文部科学省は、

2006年にエアコン設置工事の３分の１の補助

を出し、設置を促しています。ところが、国

の補助がいくらあっても橋本市の支出が数億

円にのぼるためなかなかできないと。電気代

などのランニングコストの問題も出てきてお

り、市長はなかなか手に負えなかったんだと

いうふうに考えております。 

 しかし、経費節減によってエアコン設置を

実現した自治体もございます。京都市です。

京都市は、2006年全小・中学校にエアコンを

設置いたしました。やり方は、設計から維持、

管理などのメンテナンスを一括発注すること

で、経費を３割削減しております。 

 上尾市はエアコンをリースすることで、市

内の小学校20校に設置した場合にかかる約10

億円、この経費を年間約8,000万円に減らして

おります。それを踏まえて、校長先生はじめ 

 

年配の先生方も子どもの頃は、家でもエアコ

ンのない世代であったと思います。私も同じ

エアコンのないのが当たり前のように過ごし

てきた世代であります。 

 ところが、現代社会においてエアコンは欠

かせない生活必需品となっています。しかし、

今もエアコンのない教室で日々勉強している

子どもたちにとって、エアコンが完備されて

いる学校、想像もつかないかもしれません。

東京の公立の小・中学校のように、ほとんど

全ての普通教室にエアコンが備えつけられて

いるところもあれば、橋本市のようにほとん

ど全ての普通教室にエアコンが設置されてい

ない地域もあります。 

 公立の小・中学校の教育環境は、どこでも

大して変わらないと思っていませんか。木造

の教室は熱が逃げる構造とも言えましたが、

コンクリート造の教室になると熱が滞留し、

暑さもはかり知れません。今、起きている教

育環境の悪化を今とめなければ、教育環境の

格差が広がるばかりです。他地域でエアコン

のない学校は、夏場は窓から太陽の日差しが

強いので、子どもに当たるのを避けるために

勉強机を廊下側に寄せる先生もいるそうです。

少ない生徒数ならできるけど、40人近くなる

と教室に空きスペースが少なくなるから難し

いようですが、とにかく太陽の日差しが当た

るよりましと考えて動かしているようです。 

 こうした暑さ対策は、先生がいろいろ工夫

して行っています。私物の扇風機を複数台持

ち込んだり、教室と廊下の間にある窓を取り

外して風通しをよくしたり、さらに、教室の

入り口の扉も取り外したりして、子どもたち

は下敷きをうちわがわりにするなど、多かれ

少なかれ橋本市の先生方もこんな対策をされ
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ていることと思います。こんな教育環境をい

つまで続けるつもりなのか疑問に感じ、早く

各小・中学校にエアコンを設置していただき

たく、今回の一般質問を行います。 

 それでは、小・中学校のエアコン設置につ

いて。 

 各学校の図書館やパソコン教室などは既に

エアコンの設置済みかと思います。過去の一

般質問や委員会会議録を読むと、そんな回答

が当局から出ています。私の今回する質問は、

各小・中学校の普通教室のエアコンの設置状

況についてお尋ねします。いつまでに設置す

るのかお聞かせください。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君の質問、

小・中学校のエアコン設置に対する答弁を求

めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（曽和信介君）登壇〕 

○教育部長（曽和信介君）小・中学校のエア

コン設置についてお答えをします。 

 小学校、中学校にエアコンを設置すること

は、より良い学びの場として教育環境を整え

るためのハード的な課題の一つであると考え

ていますが、現在、新たな学校給食センター

建設、小学校２校の大規模改修を最優先とし

ています。 

 また、特別教室のうち、パソコン教室、図

書室については、平成29年度において全小・

中学校のエアコン設置が完了したところです。 

 さて、おただしの普通教室へのエアコン設

置については、平成26年度に今後の方向性も

含め実施計画に盛り込むこととし、平成27年

度において中学校５校の設計委託業務を行い

ましたが、その一方で、平成28年度より財政

健全化計画がスタートし、限られた財源の中

で学校施設整備の優先順位を検討した結果、

前日のとおり給食センターや大規模改修を優

先することになり、エアコン設置事業は中断

した形となっています。 

 文部科学省では、平成27年３月に、文部科

学省インフラ長寿命化（行動計画）を策定し、

この基本計画に基づき、本市においても早急

にインフラの維持管理等を着実に推進するた

めの中期的な取り組みを明らかにする計画と

して、インフラ長寿命化計画（公共施設等総

合管理計画）、個別施設ごとの具体的な対応方

針を定める計画として、個別施設ごとの長寿

命化計画（個別施設計画）を策定する必要が

あり、今後も学校施設の長寿命化を計画的に

実施していく必要があります。 

 このような状況を踏まえ、エアコン設置に

ついては、引き続き関係機関から情報収集を

行い、財政状況の改善に合わせ優先順位を上

げることができるよう準備を行います。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君、再質問

ありますか。 

 ３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）ただ今ご答弁いただき

ましたが、小・中学校にエアコンを設置して

ほしいという話は、過去の一般質問や教育委

員会の会議でも何度も繰り返し要望されてい

ます。また、市長は、選挙公約やこれまでの

議会答弁を見ると、小・中学校にエアコンを

設置したいという思いを持っているように見

えます。教育長は、これまで議会答弁だけで

はなく教育委員会会議における答弁において

も、エアコンを設置し、生徒が勉強できる教

育環境をつくりたいと強く願っています。児

童や生徒も、教室にエアコンがあればうれし

いという強い思いを持っています。学校現場

の方々も、エアコンの必要性に強い思いを持

っています。ＰＴＡ関係者の方々も、子ども

のためにも早くつけてほしいと強い思いをお

持ちです。市民の多くの方々も、小・中学校

にエアコン設置をすることにちゅうちょする
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こともないように私は感じます。 

 いくら学校給食センター建設や大規模改修

を優先したとはいえ、これだけ市長も含め強

い願いがある、このエアコン設置をなぜ実現

できないのか。市長が本当にエアコン設置に

前向きなのか。今回、一般質問で少しでも具

体的な計画にしてもらえることを目的に、再

質問を行います。 

 今年６月９日、文部科学省から、公立学校

施設の空調冷房設備設置状況調査結果が発表

されました。全国小・中学校普通教室におけ

る設置率、また、和歌山県における設置率は

どのようになっていますか。さらに、３年に

１度の調査を行っていると思いますが、平成

26年、平成29年調査における設置率の変化を

教えてください。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）ただ今のご質問に

お答えをします。 

 平成29年４月１日現在、全国の公立小・中

学校普通教室のエアコンの設置率は49.6％、

和歌山県の設置率は44.5％となっております。

設置状況の推移につきましては、平成26年度

の全国の設置率が32.8％、和歌山県が20.0％

で、全国で16.8％の増加、和歌山県では24.5％

の増加となっています。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）私はびっくりしました。

橋本市ではこれだけ進んでいないのに、全国

ではほぼ半数の自治体において設置できてい

るわけです。和歌山県も、半分に近い小・中

学校でエアコン設置がされているわけであり

ます。 

 では、次に、橋本市におけるエアコン設置

率について、この調査時の報告はどうなって

いますか。小学校、中学校別に設置率を教え

てください。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）お答えをいたしま

す。 

 小学校の普通教室の設置率につきましては、

1.8％、中学校の普通教室の設置率は1.7％で

ございます。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）非常に残念です。最初

に申し上げたとおり、これだけたくさんの市

民の要望があるにもかかわらず、もしかした

ら全国最下位であるかのようなエアコンの設

置状況に唖然としています。 

 エアコン設置についての文部科学省の基準

を言いますと、学校保健安全法に基づく学校

環境衛生基準と文部科学省による解説書では、

教室等の温度について夏は30℃以下であるこ

とが望ましく、学習に望ましい条件は25℃か

ら28℃程度であるとしています。そこで、私

の登録している最高気温データアプリにより

ますと、７月に30℃を超えたのは24日間、８

月は30日間ありました。 

 また、橋本市には、教育委員会が出してい

る橋本市教育大綱というのがあります。この

中の基本方針と重点目標の中に、より良い学

びの場のための教育環境を整える、このよう

になっておりますが、この気温下で、より良

い学びの場のための教育環境を維持している

とお考えでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）壇上でもお答えを

させていただきましたが、教育環境を整える

ことは非常に大事なことと考えております。

しかし、教育委員会にとりましては、環境整

備につきましては多くの課題を抱えておりま

す。エアコン設置だけに特化できる状況には

ございません。限られた財源の中で学校設備

を最優先した結果でございまして、その結果、

エアコンの設置事業については中断した形と
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なっておりますので、ご理解をいただきたい

と思います。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）理解できません。それ

で、市の財源で困難であれば、例えば、大規

模改修時にエアコン設置は一緒にできないん

でしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）今、橋本市におき

ましては古い学校がたくさんありまして、大

規模改修の計画を順次立ててございます。学

校施設環境改善交付金というのがございまし

て、それを利用して大規模改造等を行う予定

となっています。その補助金の中には、空調

設備の改修等については補助対象とはなって

おります。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）今、補助対象なんです

よね。では、今後、大規模改修時に順次エア

コン設置をしてはどうですか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）大規模改修につき

ましては、先ほどもご答弁させていただいた

ように、市内小・中学校、古い学校がほとん

どでございます。その中でも40年を超える学

校につきましては、優先的に改修計画を立て

て順次改修をしていくこととなっております。

そのときに合わせてエアコンの設置というこ

とになりますが、１校改修していくのに２年

程度かかるということになりますので、最初

につけた学校と、それからずっと待っていた

だく学校にかなりの年差が出るということで、

そこについては若干、不公平さが出るのかな

というふうに考えておりまして、大規模改修

と合わせてやることにつきましては、もう少

し検討が要るものと考えております。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）先ほど言っていただい

た橋本市の場合は、小学校設置率1.8％、中学

校設置率1.7％となっておりまして、和歌山県

の平均が44.5％となっておるわけで、既に、

和歌山県内で考えた場合、橋本市はもう不公

平が生じているわけであります。県内で

44.5％で、橋本市内が1.7や1.8％しかないと

いうことは、既に県の平均以下であるという

ことになっております。橋本市の将来を担う

子どもたちに不公平が出ているのではないで

すか。 

 今年６月に開催された教育委員会の定例会

においても、エアコン設置についてはいくら

財源確保が困難といえども、計画的に設置す

ることなども含め検討すべきではないかと意

見が出されていると思います。 

 ちなみに、受験生である中学３年生だけで

も設置するとなると、普通教室のクラス数は

どれだけあるんですか。また、体力的に小さ

い小学校１年生の普通教室のクラス数はどれ

だけですか。小・中学校を合わせると全クラ

ス数はどれだけあるんですか。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）お答えをさせてい

ただきます。 

 教育委員会議の中にも、当然、意見として

出ておりますが、全ての委員さんのご意見と

は捉えてはございません。 

 それから、クラス数でございます。平成29

年５月１日の学校基本調査集計によりますと、

中学校３年生は、現在17クラス。それから、

小学校１年生のクラスは、現在21クラスとな

っております。小・中学校の全ての学級を合

わせますと、178クラスとなっております。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）わかりました。という
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ことは、毎年20クラスほどエアコンを設置し

ていけば、９年で全クラス設置できるという

ことになりますね。全国的な学校の普通教室、

冷房化の動きや、冷房設備の設置の必要性、

あるいは子どもたちの健康面、また、設備に

は多額の費用が必要と理解できますが、計画

的な設置などを検討しないといつまでたって

もエアコン設置はできません。子どもたちの

学習環境を整えていただきたい。 

 財源については、ＰＦＩ法など有利な財源

を見込んで進めればどうかと思っていますが、

検討されたのでしょうか。日本再生戦略の中

の金融戦略で、2020年までにＰＦＩ事業全体

として10兆円以上の目標を立てた国の重要施

策の一つです。いかがですか。 

○議長（岡 弘悟君）総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）本市では、ＰＦＩ

の導入の事例はございません。学校のエアコ

ンにつきましては、事業費が９億円余りとい

うことで事業規模が小さいので、ＰＦＩを採

用しないということとしております。 

 文部科学省作成の公立学校施設整備ＰＦＩ

事業のための手引書というのがございまして、

ＰＦＩは通常法式と比較して、発注者である

自治体も応募者である民間もかなりの労力を

要するために、一定規模以上の事業費でない

とＰＦＩ手法で行うことは難しい面があり、

ＰＦＩの案件数が増加するにつれて初期整備

費が30億円以上を目安に検討することとして

おります。 

 ＰＦＩのデメリットといたしましては、検

討の開始から実施方針の公表まで１年から２

年かかる。それから、実施方針の公表から契

約締結まで１年程度かかるというふうになっ

ております。事業開始までの準備に要する作

業量やコストが官民ともに増えるということ

から、施設の維持管理がＰＦＩ事業者の業務

の中心となるため、小規模の事業費であれば

民間事業者にメリットがないことも考えられ

ますので、実施することが困難というふうに

考えております。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）ＰＦＩ事業は、今、言

われたように９億円とか言われますが、既に

やられている市町村があります。実績でも何

件か、小・中学校にエアコンをということで、

橋本市のような形で財政が非常につらいとこ

ろは、そういうふうにされているところがあ

ります。知っているだけでも、松山市、あと

ほかにも、川西市等、何件かいろんな形で、

記憶ですのではっきり言えませんが、実績は

あります。そこをまた、そしたら調べていた

だければ、使えるということもご理解いただ

けると思います。 

 ＰＦＩというのは国が昔からやっている事

業で、事業形態がどんどん変わってきており

ます。簡単に説明しますと、従来は学校にエ

アコンを整備すると、規模からそこそこの整

備費の確保が必要になります。ＰＦＩの場合

は、まず民間が資金調達し、ある一定期間、

契約期間ですね、市役所にサービスを売るこ

とになるために、市役所は学校の空調設備を

契約期間をかけて購入することになります。

つまり、毎年度平準化して支払うために、財

政負担が小さくなります。さらに、民間側に

不具合があれば購入しないこともできるため、

民間側も質の高い整備をしようとします。学

校の空調整備に関する設計整備、維持管理の

トータル費用を、対価として購入します。Ｐ

ＦＩ事業契約は、契約金が支払われることが

確定してなく、適正なサービス提供の場合の

み支払うというたてつけになっています。安

心です。 

 それでは、橋本市で財源が確保できないな

ら、和歌山県にも強く働きかけ独自の補助制

度を創設するなど、関係機関への働きかけに
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ついて、そういった申し入れを行うなど、具

体的にどのようにしているのか教えてくださ

い。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）現在、各機関を通

じて、国・県への要望を行っておりますが、

具体的に創設への要望ということでの取り組

みについては行っておりません。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）このように、エアコン

に関して教育委員会は責任を感じていないの

ですか。エアコンを設置し教育環境が変わる

と、生徒の学習意欲向上や成績向上のデータ

や統計はありませんか。それだけではなく、

不登校が減ったとか、教室で騒いだり暴れる

子がいなくなったとか、いじめが減少したと

か、教育環境の変化でよくなった数字もわか

っているだけでも結構ですから、発表してく

ださい。 

 また、昔との違いを知るためにも、最近、

７月、８月の教室内温度を測定したことがあ

るかどうかは疑問ですが、あれば、教えてく

ださい。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）お答えします。 

 まず、教育委員会は責任を感じていないの

ですかということについてですが、平成27年

度実施にあたって、財政再建の年度でもあり

ました。そんな中で、先ほどから申し上げま

したように、２校の大規模改修、そして、給

食センターを新しく建設する、そういう状況

があり、その他さまざまな環境を整える必要

性もありました。そんな中で、市長も随分、

苦渋されていたことは事実です。その中で私

自身がエアコン設置を強く押さなかったとい

うこともございます。そういう意味でいいま

すと、教育委員会の責任ではなくて、私の責

任、教育長の責任である、そのように思って

います。市長も随分このことについては苦慮

され、非常に苦渋の選択であったということ

です。私がもっと強く押しておればという点

もございます。しかしながら、平成27年度か

らの財政再建、そして私たちがまず取り組ま

なければならないことを考えると、エアコン

設置を強く押さなかったということで、再度、

私の責任と、そのように思っています。 

 続いて、エアコン設置のことにより教育環

境が変わると、学習意欲とか、成績向上のデ

ータがありますかという問いですが、これは

私たちは具体的な数字は持っておりません。

でも、確かに教育環境でエアコンが入るとい

うことは、子どもたちの学力向上にもつなが

る、そのように思っています。 

 続いて、いじめとか、暴れる子がいなくな

るのかどうかというお話です。これにつきま

しては、やはり教育環境が変わるとそういう

場面が少なくなったよという新設校からのお

話も聞かせていただいています。これは橋本

市ではございませんけども、確かに教育環境

が子どもたちの生活を変えていくものと思っ

ています。ただ、橋本市につきましては、家

庭、それから、地域、そして、学校の教職員

が一人ひとりの子どもを温かいまなざしで指

導している。そんな中で、個々の暴れる子と

いうのはいるかもわかりませんけども、全体

的に見ますと、落ちついて学習に取り組んで

くれている。非常にありがたく思っています。 

 これは本当に家庭や地域や学校の先生方の

ご努力によるものである。まして、私自身は、

こういう教育環境も大変大事です。いわゆる

ハード面の環境も非常に大事ですけども、ソ

フト面をなくしてハードだけが優先するもの

ではないと思っています。やはり教育は心で

ありますので、教職員が心を込めて指導して

いく。親御さんが心を込めて子どもたちを育
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てていく。そして、地域が子どもたちを育て

ていく。そういうソフト面の充実というもの

も大切であろうと思っています。 

 最後に、最近の７月、８月の教室内温度を

測定したことがありますかというご質問です

けども、これはございません。ただ、平成27

年度にエアコンの導入中断ということがあっ

て、平成28年度、平成29年度につきましては、

私は大変心を痛めています。議員もお気づき

と思いますけども、日本の気候そのものが随

分変貌してきています。ここ２年間だけでも

随分暑くなっているというのは実感していま

す。心の中で子どもたちに「暑い中、よう頑

張ってくれとるな」という思いがあります。

そういう意味で、やはりエアコン設置という

のは優先順位を上げて取り組んでいくべきも

のだと、このように思っています。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）今、教育長から、教師

も校長先生も含めみんなやっていると言われ

るんですが、実は、設置状況の中に、中学校

５校、小学校15校全て、校長室にはエアコン

が入っております。さらに、職員室、15校と

５校、20校全てエアコンが入っております。

生徒の教室に入ってなくして、今、言われた

教育長、校長先生とかを含め、そちらには入

っているのにどうしてなんだと。確かに言わ

れることはわかるんですが、そこも踏まえた

ら、ついているけど電気を消しているだとか、

そういうことを言われるかもしれませんが、

それはやっぱりどないかしてでも子どもに持

っていってあげようというふうに考えていた

だきたいと。気持ちがあるのは、もちろん教

育は気持ちやと思っていますので、それは十

分よくわかっておるんですが、ただ、やっぱ

り教育環境を整える。環境を整えるというの

は、やっぱり我々大人の責任じゃないかなと

いうふうに考えています。 

 そこで、いろいろあるんですが、市長もい

ろんなことがあって、今回できなかったと諦

めているのかもしれませんが、あと半年間ま

だありますので、お願いがあるのは、次のと

きの選挙の公約にもエアコン設置を入れてい

ただきたい。もし今期中にできないなら、次

の選挙公約にも入れていただきたい。だって、

きのう言われた市長の言葉は重いですよ。や

り残したことは何があるかと言ったら、エア

コンやと言うてくれてましたんで、それを、

心の中ではどう思っているかわからないです

が、ぜひお願いしたいというのを含めまして、

市長に一言お願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）杉本議員の質問にお答

えをします。 

 先ほど教育部長が、学校改修時にエアコン

の補助金があるという話でしたが、これは耐

震化とエアコンの補助金がセットになってお

りますので、当市においては耐震化が全て終

わっておりますので、なかなかエアコンだけ

で補助金をとれるというのが、非常に現在、

難しい状況になっておりまして、この11月、

また国のほうへ陳情していくんですけども、

その中にはエアコン設置に対する要望を出し

ていきたいというふうには考えています。 

 先ほどから、きのうも20番議員、また12番

議員からもエアコン設置に対するお話は聞か

せていただいています。ただ、今、橋本市が

抱えている小・中学校の老朽化、またほかの

学校の施設の老朽化という問題も実は大変大

きな問題を抱えておりまして、要は、どれを

優先させていくかということをこれから考え

ていかないといけないと思っています。 

 給食センターと応其小学校と学文路小学校

については、緊急経済対策の補助金をとれた

というのは、文部科学省にうちの職員を派遣
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していますから、そこから情報をとって、ま

た国会議員にも働きかけて４億2,000万円と

いうお金がとれてきたので、本来の学校施設

整備交付金については、ただの学校を改修す

るだけでは補助金はありません。持っていな

いです。逆に、耐震に対する優先度が非常に

高いものですから、それはあります。だから、

４億2,000万円というお金がとれたので、また、

補正予算債であったり、給食センターを二つ

を一つにすることによって最適化債というの

を使えたので、現在、その事業を進めている

ところです。 

 学校施設を見ましても、応其小学校を一番

先に踏み切った理由は、木造校舎が傾いてい

た。いつ倒れてくるかわからんような状況に

あった。そして、これは合併のときもそうで

したように、応其小学校の学校自体が非常に

傷んでいる。タイルがめくれている、水道に

ついても、以前は茶色の水が出てきたという

ふうな問題があったので、まずここをやりま

しょうというふうに考えたときにそういう補

助金が出てきて、そういうふうに踏み切って

きた。そういう中で、40年たった学校が４校

あります。その中で、そしたら、そこを優先

させるのか、エアコンを優先させるのか、教

育環境というのはエアコンだけじゃないんで、

学校の環境も整えていくというのが考え方の

一つであると思っています。 

 今、エアコンについては夏だけですけども、

トイレの問題も実はあります。ほとんど和式

トイレになっておりますので、今の子どもた

ちは洋式に慣れている中で、そのトイレをし

ないで家に帰って、トイレを我慢していると

いう現状もあるのを十分承知しております。

そういう中で何を優先させていくのか。そし

て、財源としてどういうふうに確保をしてい

くのかということがないと、今の財政状況の

中で、そしたら、何をカットするんやと、ま

た考えていかなければならないんですよ。先

日お話したときに、コミュニティバスをなく

したらええやんかとか、いろんな話をしてく

れましたけど、果たしてそれって、子どもの

ためにほかの市民はどうするのよというふう

な問題も出てくると思う。スクラップアンド

ビルドというのは非常に難しい。私も敬老パ

スを廃止して、すごい批判も受けていますし、

でも、５年、10年先を考えたら、今、コミュ

ニティバスは走らせとかなあかんと。 

 わかってほしいのは、財源をどうやって確

保していくかという問題なんです。財源もな

いのにやっていけない。そして、ＰＦＩのお

話も出ましたけども、例えば、９億円かかっ

て年間9,000万円返していくんやったら、これ

を普通の公共事業債のような起債を使ったと

きに金利はどっちが安いんや、どっちが安く

済むんやというふうなことも、当然考えてい

く必要がある。だから、その中で果たしてエ

アコンを優先順位に持っていくのか、小学校、

中学校の整備を進めていくのか、これの選択。

そして、学校内の施設も実は老朽化してきて、

今まで枠予算でやっていたんで、本来一つの

施設を改修するお金を全然つけてない。3,000

万円で改修せえと言うても5,000万円かかる

とか、そういうものもあったので、今、でき

るだけ学校施設の中の整備計画というのも立

てさせて、今年はここをやりましょうとか、

そういうやり方を今、検討しています。 

 そういう中で、高野口中学校の問題も出て

きました。改修できない。そしたらどうする

んやということを、これから考えていかなあ

かん。そういうふうな、これはもう文部科学

省に見てもらったんで、ここはしても無駄で

すよという話もいただいているんで、その中

で、そしたら、高野口中学をどうしていくん

か。そういうもろもろの問題を今抱えている

中で、私も子どもの教育環境というのは整え
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てあげたいけど、お金がなければできないと

いう現状があります。そのお金をこれからい

かにつくっていくのかというのを考えながら、

エアコン設置についても、どの程度の優先順

位があるのかということになってきます。教

育長、私の責任やというんではなくて、これ

は私の判断の中で決めたことなので、教育長

が悪いわけではなくて、そういう財源の確保

ができて、優先順位をしっかりこれから教育

委員会と詰めて、いっぺん学校全体の整備計

画というのも明らかにして、その中で財源の

確保を進めていきたいというふうに考えてい

ます。 

 次期のマニフェストについては全く考えて

おりませんので、11月ぐらいに出そうかなと

いうふうには思っていますけど、できへんも

のというのか、そういうものを書いとくこと

自体、市民の皆さんに対して失礼かもわかり

ませんし、ただ、これから国への要望はより

一層続けていきますし、また来年も文部科学

省に市から職員を派遣して、そういう情報を

とっていくということになってこようかと思

います。しっかりと財源の確保ができればや

っていける。なかなかほかのものを切ってと

いうのも、整合性の問題も、理解をしていた

だく問題もありますので、その中でマニフェ

ストに載せるかどうかは現在考えております

が、今後マニフェストに載せるよりも、これ

からどういう努力をしていくかというのをし

ていきたいと思います。 

 また、11月の陳情の中で国会議員にも、こ

ういう単独の予算をつけてくださいと。和歌

山県にはほとんど過疎債というのがあります。

過疎債というのは非常に有利で、合併特例債

より、同等ぐらいの補助率もあって交付税の

算入もあるので、それがあるところとないと

ころ、まちの差が今、明らかに出てきている

というのもありますし、その中で、社会保障

もどんどん伸びてくる中で、子育て支援のソ

フト面でのお金もどんどん要るようになって

きているという問題もある中で、何とかでき

るものならやりたいという気持ちは非常に持

っています。 

 私も応其小学校の授業を見せてもらったり、

あやの台小学校の授業を見せてもらったりし

ます。応其の人なんか汗びっしょりになりな

がらやっているのをわかっています。学童保

育も足らなくなってきて、子どもは減ってい

るけど、学童保育も減ってきている。あやの

台小学校も既に施設が足らん。応其小学校の

プレハブも古い。これをどうするんやという、

さまざまな課題を解決するという、そして、

財源の確保をしていく。優先順位をつけてい

くということしか今はできない状況の中で、

私も杉本議員とは、つけてやりたいという思

いは一緒ですので、できるだけつけられるよ

うな努力はしていきたいと思っています。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）市長が今、そういうふ

うに言われたんですけれども、その中でちょ

っと気になったというか、まず、コミュニテ

ィバスの話が出たんですけども、それはあま

り私の本質と今回違うから議長がとめてくれ

るかなと思ったんやけど、関係なく進められ

たんでお答えさせていただくと、コミュニテ

ィバスが必要であるかないかって、私はサー

ビスとしてどっちを使うかということを聞か

れた中で、からっぽのバスを走らせていると

いうイメージが私にはありましたので、だか

ら、コミュニティバスをやめてその予算をと

いうふうな考え方で言わせていただいただけ

であって、何も詰めた計算をしていたわけで

はありません。市長は多分、あのバスをやめ

たくないんだと思いますわ。それより、エア

コン設置はしたくないと。あっちは走らせて

もという考えのもとでされたんだと思います
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が、そこは全く反対ですので、私は言わせて

いただいておきます。 

 市長をはじめ、皆さんにお尋ねします。雨

が降っていて、窓を閉めた状態を想像できま

すか。夏場ですよ。夏場しか使わないと費用

対効果が見込めないのですか。１カ月だけで

すよ。トイレかってそのときしか使いません

しって、いろいろ考えていくとあるんですが、

夏休み中の補講ができるようになったら学習

意欲の向上につながりませんか。五條市はど

うですか。中学校は全部ついています。かつ

らぎ町はどうですか。和歌山市はどうですか。

こんなよそのことは言いたくありませんが、

水分補給も重要ですが、温度管理は間違いな

く重要です。近くに道がある学校は騒音があ

っても窓を閉めると風が通らないので閉めら

れません。蚊が発生しても閉められません。

冬場のインフルエンザなどの休校日の振りか

え授業も夏休み中にできませんか。子どもの

学力向上には環境づくりが必要だと思いませ

んか。 

 建屋をいくらよくしても環境づくりをしな

いと、学力の向上に関係あるでしょうか。見

た目はきれいですよ、ええもんをつくったら。

見た目はきれいやけど、要は教育機関として

やらなければならないのは、そんな建屋を新

しくすることではないでしょう。中身ですよ。

生徒の中身です。生徒にどういうふうにして

環境をするかだというふうに考えております。

いろんな話を聞いたんですが、もう何となく

今の話では、次の市長選のときの選挙公約に

はエアコン設置は入れないというふうな感覚

を持ちましたので、ショックの余りつけ加え

させていただきました。 

 以上です。ありがとうございました。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、11時５分まで休憩いたします。 

（午前10時48分 休憩） 

     

                                          

 


